
岐阜県家庭教育学級実践事例 

 

学 校 名 等 輪之内町立大藪小学校 

実 施 日 時 令和 6年７月１９日（金）～８月２７日（火）（夏休み期間中） 

会 場 各家庭 

参 加 人 数 １年生 23人 と 保護者 

学習課題（分野） 親子クッキング（基本的な生活習慣・家族の大切さ） 

運営者の願い 

親子でゆっくりふれあう時間が取りやすい夏休みの期間に「親子でクッキン

グ」を実施した。。この取組により、親子で協力し合い、一緒に調理をすることで、

家庭での親子の関わりを増やし、子ども達の心と身体の健やかな成長を促すこ

とを目的とした。  

学 習 の 内 容 

＜取組方法＞ 
・ 学校より、個人懇談時に指定の取組用紙を配付する。 

・ 指定の取組用紙に、親子で取り組んだ食事づくり、または、料理の絵を描く。もし

くは、写真を貼るなどして成果が分かるようにする。 

・ 料理については、お子さんと相談し、好きなものを一緒に作る。（食事、お弁当、お

菓子づくりなど、何でもよい。） 

 

  ＜実践終了後＞  
・ この取組のアンケー

トを実施する。作品と

一緒に提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

・ アンケートをまとめ、

保護者へ発信し、交

流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アンケートより＞ 
・ ままは、いつもたいへん。これからもおてつだいをがんばりたいです。（子どもの声） 

・ 会話やスキンシップも増えて、とても良い時間でした。（保護者の声） 
 

 

子どもの意欲 

子どもが自分でメニュー

を考えることで、作ってみた

いと、やる気が強く見られ

た。 

危なくて不安な時もあっ

たが、親子で楽しく作ること

ができた。 

自分で作ると特別感が

出ていたのか、たくさん食

べていた。 

 

感想の共有 

アンケートをとり、配

信することで、各家庭で

子どもや保護者の感想を

共有することができた。  

自分で作ったものを家

族に食べてもらうことが

嬉しかったようで、親子

で良い時間になった。 

 

在宅取組型（小学校） 


